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一方、国際的には、ポイント・マイレージ・サービスの会計処理について、2007 年 6 月に
国際財務報告解釈指針委員会(International Financial Reporting Interpretations Committee、




さらに、2010年 6月には、国際会計基準委員会(International Accounting Standards Board、
以下 IASB)から、公開草案「REVENUE FROM CONTRACTS WITH CUSTOMERS(顧客と
の契約から生じる収益)」が公表された。この公開草案の一部に、ポイント・マイレージ・サー




















第三章では、IFRIC 解釈指針 第 13 号「Customer Loyalty Programmes(カスタマー・ロイ










第五章では、公開草案「REVENUE FROM CONTRACTS WITH CUSTOMERS(顧客との
契約から生じる収益)」に基づいた場合の会計処理及びその論拠について検討している。この公
開草案は、基本的な会計処理は、IFRIC 第 13 号のそれと変わらないが、ポイント・マイレー
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 一方、国際的には、このポイント・マイレージ・サービスの会計処理について、2007 年 6
月に国際財務報告解釈指針委員会 (International Financial Reporting Interpretations 
Committee、現 IFRS 解釈指針委員会、以下 IFRIC)から、IFRIC 解釈指針 第 13 号 「カ
















準審議会(International Accounting Standards Board、以下 IASB)のそれぞれにおいて、引
当金や負債、収益が一般にどのようなものと考えられてきたのかを確かめ、両者の基本的な
考え方の違いを把握する。 








理を検討する。この公開草案が制度化された場合、IFRIC 第 13 号は包含されることとなる。
この公開草案は、IFRIC 第 13 号と類似した会計処理が要求されるため、IFRIC 第 13 号と
の相違点を中心に考察する。 























































































                                                   





























 この表 1-1 のポイント引当金対売上比率から、ビックカメラは毎期高付与率でポイント・
                                                   
3 ヨドバシカメラ HP http://www.yodobashi.co.jp/company/profile/history/index.html 
4 ヨドバシカメラ HP 
http://www.yodobashi.com/ec/support/member/pointservice/gold/practical/index.html 















ポイント引当金 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 15,745 13,957 12,619 7,200 17,700 18,547
ヤマダ電機(個別) 13,512 12,305 11,588 6,252 16,019 16,613
コジマ(連結) 1,515 2,378 3,037 2,995 3,728 3,114
コジマ(個別) 1,515 2,378 3,037 2,995 3,728 3,114
ビックカメラ(連結) 9,535 11,353 11,858 12,955 13,437 14,128
ビックカメラ(個別) 9,535 10,658 10,871 11,839 12,322 13,005
エディオン(連結) 3,307 5,721 7,042 9,644 9,338 8,739
(百万円)
流動資産 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 194,057 213,934 262,775 342,894 313,548 353,283
ヤマダ電機(個別) 176,338 190,077 235,823 307,062 283,918 319,019
コジマ(連結) 111,957 115,925 121,006 113,729 97,547 100,684
コジマ(個別) 111,630 115,554 120,805 113,738 97,665 100,696
ビックカメラ(連結) 74,414 101,575 103,597 108,573 104,517 103,289
ビックカメラ(個別) 62,148 82,267 73,627 78,946 81,082 82,036
エディオン(連結) 87,081 129,104 174,077 190,345 153,173 166,065
(百万円)
総資産 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 376,544 461,275 550,439 750,213 778,489 899,612
ヤマダ電機(個別) 346,586 427,565 513,068 699,575 733,790 852,724
コジマ(連結) 215,160 208,615 211,237 199,892 179,388 179,846
コジマ(個別) 214,539 208,013 210,731 199,431 179,067 179,261
ビックカメラ(連結) 146,378 190,639 201,838 238,183 230,945 221,757
ビックカメラ(個別) 133,835 165,959 171,844 194,782 194,937 186,329
エディオン(連結) 231,410 319,507 390,550 437,410 387,136 403,180
(百万円)
負債 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 199,025 208,482 250,902 423,276 422,036 493,231
ヤマダ電機(個別) 180,580 191,700 235,943 397,437 400,346 467,876
コジマ(連結) 148,704 146,706 148,111 139,857 132,696 130,163
コジマ(個別) 147,684 145,642 147,158 138,947 131,926 129,546
ビックカメラ(連結) 133,553 147,376 149,363 180,094 169,135 159,096
ビックカメラ(個別) 121,920 123,401 121,618 142,377 137,739 126,786







売上 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 1,102,390 1,283,961 1,443,661 1,767,818 1,871,828 2,016,140
ヤマダ電機(個別) 1,071,415 1,264,235 1,419,629 1,731,694 1,825,060 1,971,732
コジマ(連結) 490,694 498,040 501,335 500,250 459,840 438,255
コジマ(個別) 490,005 497,369 500,656 499,534 459,125 437,694
ビックカメラ(連結) 433,186 480,453 542,294 630,740 589,177 608,274
ビックカメラ(個別) 418,324 428,135 446,409 489,542 465,575 494,766
エディオン(連結) 437,992 714,697 740,293 851,205 803,004 820,030
(百万円)
ポイント販売促進費 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 61,079 75,654 89,933 93,164 153,418 143,638
ヤマダ電機(個別) 51,505 64,586 78,371 81,619 138,503 128,141
コジマ(連結)
コジマ(個別)
ビックカメラ(連結) 33,822 35,552 36,014 39,742 42,526 44,300
ビックカメラ(個別) 32,751 33,836 33,057 35,295 38,544 40,377
エディオン(連結)
(百万円)
ポイント引当金繰入 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) -983 -1,788 -1,338 -5,419 10,500 847
ヤマダ電機(個別) -815 -1,207 -717 -5,336 9,767 594
コジマ(連結) 1,515 2,378 3,037 2,995 3,728 3,114
コジマ(個別) 1,515 2,378 3,037 2,995 3,728 3,114
ビックカメラ(連結) 778 1,242 391 1,191 743 935
ビックカメラ(個別) 778 1,123 212 1,041 673 912
エディオン(連結) 211 5,721 5,543 7,823 7,887 7,221
(百万円)
ポイント引当金/総資産*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 4.18 3.03 2.29 0.96 2.27 2.06
ヤマダ電機(個別) 3.90 2.88 2.26 0.89 2.18 1.95
コジマ(連結) 0.70 1.14 1.44 1.50 2.08 1.73
コジマ(個別) 0.71 1.14 1.44 1.50 2.08 1.74
ビックカメラ(連結) 6.51 5.96 5.88 5.44 5.82 6.37
ビックカメラ(個別) 7.12 6.42 6.33 6.08 6.32 6.98
エディオン(連結) 1.43 1.79 1.80 2.20 2.41 2.17
(%)
ポイント引当金/負債*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 7.91 6.69 5.03 1.70 4.19 3.76
ヤマダ電機(個別) 7.48 6.42 4.91 1.57 4.00 3.55
コジマ(連結) 1.02 1.62 2.05 2.14 2.81 2.39
コジマ(個別) 1.03 1.63 2.06 2.16 2.83 2.40
ビックカメラ(連結) 7.14 7.70 7.94 7.19 7.94 8.88
ビックカメラ(個別) 7.82 8.64 8.94 8.32 8.95 10.26
エディオン(連結) 2.65 3.01 3.08 3.71 3.71 3.34
(%)
ポイント引当金/売上*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 1.43 1.09 0.87 0.41 0.95 0.92
ヤマダ電機(個別) 1.26 0.97 0.82 0.36 0.88 0.84
コジマ(連結) 0.31 0.48 0.61 0.60 0.81 0.71
コジマ(個別) 0.31 0.48 0.61 0.60 0.81 0.71
ビックカメラ(連結) 2.20 2.36 2.19 2.05 2.28 2.32
ビックカメラ(個別) 2.28 2.49 2.44 2.42 2.65 2.63














サリーポイントが付与される制度がある。一方で、NTT docomo、Softbank mobile では、
ポイント・マイレージに有効期限を設けている89。 
 ここで、前述の家電量販店と同様に、財務諸表項目をまとめたものが表 1-2 である。この
表から、各社とも年々ポイント引当金の計上額が増加してきていることが読み取れる。特に
NTT docomo に関しては、2009 年度から急激にポイント引当金計上額が増加しているが、
これについても財務諸表の注記等で明らかにされていない。利用者が急増した場合や、ポイ
ント・マイレージ・サービスが変更された場合には、ポイント引当金計上額が急増すると考





                                                   
6 NTT docomo HP 
http://www.nttdocomo.co.jp/support/benefit/premier/index.html#p02 
7 au by KDDI  HP  
http://www.au.kddi.com/point_after/service/point/gaiyo/tameru/index.html 
8 NTT docomo HP 同上 
9 Softbank mobile  HP http://mb.softbank.jp/mb/support/3G/mileage/ 
引当率 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ヤマダ電機(連結) 8.11 6.52 4.80 2.10 5.65 5.25
ヤマダ電機(個別) 7.66 6.47 4.91 2.04 5.64 5.21
コジマ(連結) 1.35 2.05 2.51 2.63 3.82 3.09
コジマ(個別) 1.36 2.06 2.51 2.63 3.82 3.09
ビックカメラ(連結) 12.81 11.18 11.45 11.93 12.86 13.68
ビックカメラ(個別) 15.34 12.96 14.76 15.00 15.20 15.85










ポイント引当金 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 36,024 44,406 40,293 45,810 176,649 271,323
KDDI(連結) 20,805 24,893 30,678 43,055 62,655 78,693
KDDI(個別) 16,955 23,939 29,606 41,884 61,136 76,934
softbank mobile(連結) 31,623 39,207 43,787 43,809 41,816 47,215
softbank mobile(個別) 31,623 39,207 43,787 43,809 41,816 47,215
(百万円)
流動資産 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 1,844,118 1,635,366 1,391,054 1,553,169 1,774,701 1,988,796
KDDI(連結) 687,413 616,683 734,569 652,301 870,237 869,378
KDDI(個別) 692,381 580,943 698,685 616,530 863,412 793,241
softbank mobile(連結) 303,978 308,382 681,276 1,008,075 1,077,054 1,148,789
softbank mobile(個別) 300,110 305,331 679,475 1,006,413 1,075,092 1,146,724
(百万円)
総資産 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 4,419,525 4,515,663 4,076,072 4,262,998 6,237,957 6,480,678
KDDI(連結) 2,472,322 2,500,864 2,803,240 2,879,274 3,429,132 3,819,536
KDDI(個別) 2,296,669 2,451,456 2,746,353 2,783,142 3,319,977 3,666,458
softbank mobile(連結) 1,364,393 1,355,807 2,966,893 3,297,906 3,369,543 3,408,166
softbank mobile(個別) 1,364,181 1,355,488 2,967,961 3,298,907 3,370,489 3,409,120
(百万円)
負債 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 2,082,910 2,192,627 1,567,905 1,737,629 2,066,191 2,017,487
KDDI(連結) 1,296,900 1,188,536 1,266,126 1,163,544 1,547,803 1,741,086
KDDI(個別) 1,135,419 1,178,931 1,265,387 1,134,333 1,497,827 1,671,162
softbank mobile(連結) 654,078 598,054 2,062,844 2,374,320 2,418,540 2,347,368
softbank mobile(個別) 651,948 596,188 2,062,779 2,374,160 2,418,555 2,347,482
(百万円)
売上 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 2,034,124 2,020,226 2,015,114 1,946,471 3,152,379 3,464,473
KDDI(連結) 2,300,565 2,398,526 2,592,882 2,749,896 2,720,674 2,606,165
KDDI(個別) 1,999,176 2,269,073 2,537,526 2,688,516 2,627,677 2,509,640
softbank mobile(連結) 1,150,191 1,103,643 1,078,292 1,017,149 1,031,154 1,121,929
softbank mobile(個別) 565,255 1,103,603 1,078,248 1,017,111 1,031,076 1,121,900
(百万円)
ポイント引当金繰入 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 24,580 32,477 25,621 31,591 184,329 181,244
KDDI(連結)
KDDI(個別) 11,751 17,678 20,820 31,463 60,431 48,197
softbank mobile(連結) 27,542 32,683 31,420 23,821 30,012
softbank mobile(個別) 27,542 32,683 31,420 23,821 30,012
(百万円)
ポイント引当金/総資産*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 0.82 0.98 0.99 1.07 2.83 4.19
KDDI(連結) 0.84 1.00 1.09 1.50 1.83 2.06
KDDI(個別) 0.74 0.98 1.08 1.50 1.84 2.10
softbank mobile(連結) 2.32 2.89 1.48 1.33 1.24 1.39




















                                                   
10 J.フロントリテイリングでは、クレジットカード型以外のポイントカードも発行している。 
 松坂屋 M カード http://www.matsuzakaya.co.jp/mcard/ 
 大丸 D カード http://www.daimaru.co.jp/dcard/index.html 
 ただし、クレジットカード型以外のカードは自グループのみの利用となる。 
ポイント引当金/負債*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 1.73 2.03 2.57 2.64 8.55 13.45
KDDI(連結) 1.60 2.09 2.42 3.70 4.05 4.52
KDDI(個別) 1.49 2.03 2.34 3.69 4.08 4.60
softbank mobile(連結) 4.83 6.56 2.12 1.85 1.73 2.01
softbank mobile(個別) 4.85 6.58 2.12 1.85 1.73 2.01
(%)
ポイント引当金/売上*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 1.77 2.20 2.00 2.35 5.60 7.83
KDDI(連結) 0.90 1.04 1.18 1.57 2.30 3.02
KDDI(個別) 0.85 1.06 1.17 1.56 2.33 3.07
softbank mobile(連結) 2.75 3.55 4.06 4.31 4.06 4.21
softbank mobile(個別) 5.59 3.55 4.06 4.31 4.06 4.21
(%)
引当率 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
NTT docomo(個別) 1.95 2.72 2.90 2.95 9.95 13.64
KDDI(連結) 3.03 4.04 4.18 6.60 7.20 9.05
KDDI(個別) 2.45 4.12 4.24 6.79 7.08 9.70
softbank mobile(連結) 10.40 12.71 6.43 4.35 3.88 4.11











を現金で行った場合には、1,000 円につき 1 ポイントが付与されるが、丸井グループの発行












                                                   
11 JFR CARD HP http://www.jfr-card.co.jp/ 
12 タカシマヤカード HP  http://www.t-card.co.jp/tcard/index.html 
13 JFR CARD  HP 同上 
14 JFR CARD HP 同上 
15 エポスカード HP http://www.eposcard.co.jp/index.html 
ポイント引当金 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三越伊勢丹HD 1,858 2,955
髙島屋 2,955 3,194 3,731 4,437 4,177 3,742
J.フロントリテイリング 1,999 354 350
丸井グループ 294 1,436 694 748 940
(全て連結) (百万円)
流動資産 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三越伊勢丹HD 260,856 225,252
髙島屋 203,532 190,888 258,857 212,888 206,617 239,816
J.フロントリテイリング 193,525 176,833 178,744














総資産 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三越伊勢丹HD 1,351,633 1,238,006
髙島屋 771,483 765,487 782,996 758,870 750,957 785,098
J.フロントリテイリング 805,375 776,616 804,534
丸井グループ 722,578 740,373 695,491 685,351 664,357
(全て連結) (百万円)
負債 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三越伊勢丹HD 861,892 812,885
髙島屋 575,670 537,700 496,166 467,617 469,046 493,859
J.フロントリテイリング 489,520 460,347 481,028
丸井グループ 287,969 335,741 358,726 374,214 351,823
(全て連結) (百万円)
売上 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三越伊勢丹HD 1,426,684 1,291,617
髙島屋 986,098 989,471 1,007,476 994,585 926,281 827,872
J.フロントリテイリング 1,016,402 1,096,690 982,533
丸井グループ 436,755 422,169 400,582 366,570 338,426
(全て連結) (百万円)
ポイント引当金/総資産*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三越伊勢丹HD 0.13 0.23
髙島屋 0.38 0.42 0.48 0.58 0.56 0.48
J.フロントリテイリング 0.25 0.05 0.04
丸井グループ 0.04 0.19 0.11 0.11 0.14
(全て連結) (%)
ポイント引当金/負債*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三越伊勢丹HD 0.22 0.36
髙島屋 0.51 0.59 0.75 0.95 0.89 0.76
J.フロントリテイリング 0.41 0.08 0.07
丸井グループ 0.1 0.43 0.19 0.2 0.27
(全て連結) (%)
ポイント引当金/売上*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三越伊勢丹HD 0.13 0.23
髙島屋 0.3 0.32 0.37 0.45 0.45 0.45
J.フロントリテイリング 0.2 0.03 0.04
丸井グループ 0.07 0.34 0.17 0.2 0.28
(全て連結) (%)
引当率 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三越伊勢丹HD 0.71 1.31
髙島屋 1.45 1.67 1.44 2.08 2.02 1.56
J.フロントリテイリング 1.03 0.2 0.2




 一方で、以下の点で対象企業 3 社のポイント・マイレージ・サービスは相違する。 
 1 点目に、三菱 UFJ ニコスとオリエントコーポレーションでは、年間の利用金額に応じて
翌年のポイント付与率が変化する制度が設けられている16。 
 2 点目に、三菱 UFJ ニコスとオリエントコーポレーションでは、付与ポイントに有効期限
が設けられているのに対し、クレディセゾンでは、「永久不滅ポイント」として、付与された
ポイント・マイレージに有効期限が設けられていない点で相違する17。 









                                                   
16 三菱 UFJ ニコス HP http://www.cr.mufg.jp/ 
  オリコカード HP http://www.orico.co.jp/ 
17 セゾンカード HP http://www.saisoncard.co.jp/ 
ポイント引当金 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結) 5,497 5,007 7,463 7,954 7,808
三菱UFJニコス(個別) 5,407 4,919 7,463 7,954 7,808
クレディセゾン(連結) 29,023 36,205 45,474 53,538 61,238
クレディセゾン(個別) 29,023 36,205 45,474 53,538 61,238
オリエントコーポレーション(連結) 5,636 4,974 4,775 4,551
オリエントコーポレーション(個別) 5,636 4,974 4,775 4,551
(百万円)
流動資産 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結) 3,879,295 3,703,499 3,830,379 3,016,289 2,773,426
三菱UFJニコス(個別) 3,408,789 3,290,533 3,828,779 3,014,564 2,772,612
クレディセゾン(連結) 1,669,434 1,872,306 2,018,760 2,188,844 2,132,241
クレディセゾン(個別) 1,392,442 1,561,842 1,667,074 1,757,702 1,677,424
オリエントコーポレーション(連結) 4,300,765 4,302,748 4,255,183 4,095,752
オリエントコーポレーション(個別) 4,249,183 4,250,437 4,199,145 4,039,644
(百万円)
総資産 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結) 4,102,097 3,875,059 4,003,560 3,170,805 2,937,043
三菱UFJニコス(個別) 3,634,384 3,463,873 4,001,135 3,168,162 2,934,939
クレディセゾン(連結) 2,062,735 2,299,607 2,450,637 2,407,064 2,374,129
クレディセゾン(個別) 1,761,666 1,962,996 2,066,513 2,220,791 2,200,459
オリエントコーポレーション(連結) 4,463,116 4,461,946 4,418,040 4,298,669






負債 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結) 3,935,223 3,768,822 3,824,411 2,984,867 2,797,260
三菱UFJニコス(個別) 3,488,096 3,367,989 3,824,136 2,984,540 2,796,947
クレディセゾン(連結) 1,685,545 1,899,778 2,031,976 2,086,469 2,032,724
クレディセゾン(個別) 1,420,242 1,613,241 1,704,993 1,916,561 1,880,747
オリエントコーポレーション(連結) 4,593,521 4,291,170 4,238,012 4,110,149
オリエントコーポレーション(個別) 4,555,790 4,256,178 4,198,044 4,066,826
(百万円)
売上 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結) 320,876 367,614 419,129 364,046 326,511
三菱UFJニコス(個別) 299,020 348,262 404,328 363,813 327,139
クレディセゾン(連結) 274,666 333,683 345,586 327,089 306,855
クレディセゾン(個別) 216,453 270,275 277,741 270,900 257,924
オリエントコーポレーション(連結) 312,888 272,577 247,224 233,612
オリエントコーポレーション(個別) 300,125 257,866 231,029 220,845
(百万円)
ポイント引当金繰入 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結)
三菱UFJニコス(個別) 5,407 5,070 10,249 7,954 7,808
クレディセゾン(連結) 30,811 11,205 14,731 13,357 13,877
クレディセゾン(個別) 30,811 11,205 14,731 13,357 13,877
オリエントコーポレーション(連結) 3,573 4,781 4,775 4,551
オリエントコーポレーション(個別) 5,636 4,855 4,775 4,551
(百万円)
ポイント引当金/総資産*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結) 0.13 0.13 0.19 0.25 0.27
三菱UFJニコス(個別) 0.15 0.14 0.19 0.25 0.27
クレディセゾン(連結) 1.41 1.57 1.86 2.22 2.58
クレディセゾン(個別) 1.65 1.84 2.2 2.41 2.78
オリエントコーポレーション(連結) 0.13 0.11 0.11 0.11
オリエントコーポレーション(個別) 0.13 0.11 0.11 0.11
(%)
ポイント引当金/負債*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結) 0.14 0.13 0.2 0.27 0.28
三菱UFJニコス(個別) 0.16 0.15 0.2 0.27 0.28
クレディセゾン(連結) 1.72 1.91 2.24 2.57 3.01
クレディセゾン(個別) 2.04 2.24 2.67 2.79 3.26
オリエントコーポレーション(連結) 0.12 0.12 0.11 0.11
オリエントコーポレーション(個別) 0.12 0.12 0.11 0.11
(%)
ポイント引当金/売上*100 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結) 1.71 1.36 1.78 2.18 2.39
三菱UFJニコス(個別) 1.81 1.41 1.85 2.19 2.39
クレディセゾン(連結) 10.57 10.85 13.16 16.37 19.96
クレディセゾン(個別) 13.41 13.4 16.37 19.76 23.74
オリエントコーポレーション(連結) 1.8 1.82 1.93 1.95
オリエントコーポレーション(個別) 1.88 1.93 2.07 2.06
(%)
引当率 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
三菱UFJニコス(連結) 0.14 0.14 0.19 0.26 0.28
三菱UFJニコス(個別) 0.16 0.15 0.19 0.26 0.28
クレディセゾン(連結) 1.74 1.93 2.25 2.45 2.87
クレディセゾン(個別) 2.08 2.32 2.73 3.05 3.65
オリエントコーポレーション(連結) 0.13 0.12 0.11 0.11


















を使うと 100 円につき 1 ポイントが付与される。そして、付与されたポイントは有効期限内












セブン&アイ・ホールディングス 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ポイント引当金 17,553 19,515 21,188 16,601 13,134
流動資産 1,102,819 1,274,376 1,354,417 1,397,102 1,460,186
総資産 3,424,878 3,809,192 3,886,680 3,727,060 3,673,605
負債 1,706,998 1,840,043 1,828,641 1,866,387 1,879,664










 ローソンの場合、ポイント・マイレージの付与は、商品代金 100 円につき 1 ポイント及び
来店ポイント 1 ポイントが付与される。すなわち、1 回の来店で 100 円以上の買い物をすれ
ば、2 ポイント以上のポイントが付与されることになる。ポイントの行使に関しては、1 ポ









 ファミリーマートの場合、ポイント・マイレージの付与は、商品代金 100 円につき 1 ポイ
ント及び来店ポイント 1 ポイントが付与される。また、ポイントの行使に関しても 1 ポイン




                                                   
18 Ponta HP http://www.ponta.jp/index.htm 
19 株式会社ロイヤルティマーケティング HP http://www.loyalty.co.jp/ 
20 T-SITE HP http://tsite.jp/pc/r/al/list.pl 
セブン&アイ・ホールディングス 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ポイント引当金/総資産*100 0.51 0.51 0.55 0.45 0.36
ポイント引当金/負債*100 1.03 1.06 1.16 0.89 0.7
ポイント引当金/売上*100 0.51 0.4 0.41 0.29 0.26




























                                                   
21 カルチュア・コンビニエンス・クラブ 第 25 期 有価証券報告書 
 https://info.edinet-fsa.go.jp/E01EW/BLMainController.jsp?1289107613333 
カルチュア・コンビニエンス・クラブ 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ポイント引当金 405 329 376 170 89 0
流動資産 53,109 57,365 65,639 68,456 60,388 49,168
総資産 82,239 94,479 118,070 114,002 114,745 124,229
負債 62,592 66,584 78,620 75,756 71,867 76,498
売上 191,531 228,379 210,615 237,730 220,688 189,299






























カルチュア・コンビニエンス・クラブ 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度
ポイント引当金/総資産*100 0.49 0.35 0.32 0.15 0.08 0
ポイント引当金/負債*100 0.65 0.49 0.48 0.22 0.12 0
ポイント引当金繰入/売上*100 0.29 0.26 0.44 0.39 0.41 0.4






























                                                   
22 詳細に関しては各社の HP を参照せよ。 
 全日本空輸 HP  http://www.ana.co.jp/ 
 日本航空 HP  http://www.jal.co.jp/ 





 計算方法 付与率 使用型 有効期限 交換制度 
ヤマダ電機 期末ポイント残
高×使用実積率 
非定型 即時使用型 有 ○ 
ビックカメラ 期末ポイント残
高×使用実積率 
非定型 即時使用型 有 ○ 
コジマ 期末ポイント残
高×使用実積率 
非定型 即時使用型 有 × 
エディオン 期末ポイント残
高×使用実積率 
非定型 即時使用型 有 × 
NTT docomo 期末ポイント残
高×使用実積率 
定型 累積型 有 ○(受入のみ) 
KDDI 期末ポイント残
高×使用実積率 





定型 累積型 有 ○(受入のみ) 








定型 累積型 有 × 




定型 即時使用型 有 ○(移行のみ) 
丸井 期末ポイント残
高×使用実積率 





定型 累積型 有 ○(移行のみ) 
セゾン 期末ポイント残
高×使用実積率 
定型 累積型 無 × 
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定型 即時使用型 有 ○ 
ANA Unknown 定型 累積型 有 ○ 
JAL (IFRIC 第 13 号
に類似) 



























































































  (a)企業が過去の事象の結果として現在の債務(法的又は推定的)を有しており、 
 
  (b)当該債務を決済するために経済的便益をもつ資源の流出が必要となる可能性が高く、 
 
  (c)当該債務の金額について信頼性のある見積りができる場合 
 
  これらの条件が満たされない場合には、引当金を認識してはならない。 
 














































































第三章 IFRIC 13 号 『Customer Loyalty Programmes』に基づく
会計処理 
 
 本章では、International Financial Reporting Interpretations Committee(国際財務報告

































































の認識を繰り延べる(IAS 第 18 号の第 13 項適用)。 
 




  (ⅰ)どれだけの金額を特典クレジットに配分すべきか。 
 
  (ⅱ)収益をいつ認識すべきか。 
 




益」の第 13 項と第 19 項のいずれを適用し、認識・測定するかが問題とされている。 
 































(対価)            ××× (売上)                ××× 




(対価)            ××× (売上)                ××× 
(引当金繰入)         ××× (引当金)               ××× 
 












反映するために、IAS 第 18 号第 13 項に基づいて当初の取引を分解し、個々に認識要件
を適用することが適当である。 





 また、論点(a)について、『IFRIC 第 13 号に関する結論の根拠』では、(ⅰ)(ⅱ)の見解以外
に第 3 の見解があるとしている。 
 
BC8 









                                                   
25 IFRIC 13 号 BC7 を基に作成。 
26 同上 BC6 を基に作成。 
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 本項では、前項を受けて、実際に IFRIC が定めた会計処理に関する規定について検討して
いくこととする。この合意事項は全部で 5 項あるが、次のように分類できる。 
 
①前項(a)、(b)(ⅰ)に関する項目(5 及び 6 項) 
②前項(b)(ⅱ)(ⅲ)に関する項目(7 及び 8 項) 
③7 及び 8 項の補足的な項目(9 項) 
 
 よって、①から③について、『IFRIC 第 13 号に関する結論の根拠』を参考にしながら以
下で検討していく。 
 
 ①前項(a)に関する項目(5 及び 6 項) 
 
 IFRIC 13 号 5 及び 6 項では、前述の論点(a)を受けて、ポイント・マイレージ・サービス
の収益認識について述べられている。 














































 ②前項(b)(ⅱ)(ⅲ)に関する項目(7 及び 8 項) 
 
 ここでは、前項を受けて、具体的に IFRIC 13 号がどのようにポイント・マイレージ・サ
ービスの会計処理を行うのか検討する。前項論点(b)(ⅱ)は第 7 項に対応し、論点(b)(ⅲ)は第
8 項に対応する。 








 この第 7 項は、特典クレジット(ポイント・マイレージ)を付与した企業が、特典を提供、
すなわち、付与したポイント・マイレージの行使と引き換えに商品・サービスを提供する場
合の収益認識・測定方法を示している。 

























(対 価)           ×××× (当初売上)           ×××× 
                    (ポイント・マイレージ(繰延収益))     100 
                                                               (単位：CU) 
 
 次に第 1 年度の会計処理をみていく。 
 
IE2 
 第 1 年度末現在で、ポイントのうち 40(すなわち、交換されると予想されたポイントの半
分)が食品と交換されている。企業は(40 ポイント/80 ポイント)×CU100=CU50 の収益を認
識する。 
 
 上記の、(40 ポイント/80 ポイント)の 80 ポイントは、IE1 時点の経営者の予想が反映され
ている。第 7 項に記されていたように、繰り延べられた収益は、交換されると見込まれる総
数に対する、交換されたクレジットの数を基礎として配分されることとなる。この処理につ















ようとしていることが窺える。この第 1 年度を仕訳で表せば次のようになる。 
 
(ポイント・マイレージ(繰延収益))    50 (収益)              50 
(売上原価)              ×× (食品)             ××  
                                 (単位：CU) 
 
 次いで、第 2 年度をみていく。 
 
IE3 




 第 2 年度中に、41 ポイントが交換され、交換された総数は 40+41=81 となっている。企業
が認識する収益の累計額は、(81 ポイント/90 ポイント)×CU100=CU90 である。企業は第 1
年度に CU50 の収益を認識しているので、第 2 年度に CU40 を認識する。 
 
 第 2 年度で当初 80 ポイントの交換見込みから 90ポイントの交換見込みへと経営者の予想















反映させることとなる。この第 2 年度を仕訳で表せば、以下のようになる。 
 
 
(ポイント・マイレージ(繰延収益))   40※  (収益)              40 
(売上原価)             ××   (食品)             ×× 
                               (単位：CU) 
※(81 ポイント/90 ポイント)×CU100-CU50(第 1 年度計上収益分)=CU40 
 
 
最後に第 3 年度を見ていく。 
IE5 
 第 3 年度において、さらに 9 ポイントが交換され、交換されたポイントの総数は 81+90=90
となっている。経営者は引き続き、最終的に 90 ポイントだけが行使される(すなわち、第 3
年度後は交換されるポイントはない)と予想している。したがって、ここまでの収益の累計額
は(90 ポイント/90 ポイント)×CU100=CU100 である。企業はすでに CU90 の収益(第 1 年度
に CU50 及び第 2 年度に CU40)を認識している。したがって、残りの CU10 を第 3 年度に
認識する。当初に繰り延べられた収益はすべて認識されている。 
 







(ポイント・マイレージ(繰延収益))   10※ (収益)                10 
(売上原価)             ××  (食品)              ×× 
                               (単位：CU) 
※(90 ポイント/90 ポイント)×CU100-CU50(第 1 年度分)-CU40(第 2 年度分)=CU10 
 
 
以上、IFRIC 13 号に付属する設例 1 をみてきた。ここまで見てきたように、IFRIC 13 号
















































加している。このプログラムは、参加者が電気製品に使った CU1 ごとに 1 の航空ポイント
を付与する。プログラムの参加者は、空席があることを条件に、ポイントを航空機による旅
                                                   
28 IFRIC 13 号 BC18 参照。 
40 
 
行と交換できる。小売店は航空会社に 1 ポイント当たり CU0.009 を支払う。 
 
IE7 




 小売店はポイントの公正価値を CU0.01 と見積もっている。小売店は電気製品の販売によ
り受け取った対価のうち、1 百万ポイント×CU0.01=CU10,000 をポイントに配分する。 
 
 
 この設例 2 では、電気製品の小売店は、航空会社の CLP に参加しており、電気製品の売
上に応じて、航空会社のポイント・マイレージを付与する形態となっている。この IE8 まで
は、企業自らが特典を提供する場合と異なることはない。 
 そこで、便宜上取引を分割し、ここまでの IE6～IE8 までを仕訳で表せば次のようになる。 
 
(対価)             1,000,000 (収益)             990,000 
                     (ポイント・マイレージ)      10,000 
 























(ポイント・マイレージ)      10,000  (収益)             1,000 
                      (義務)             9,000 
 
(b) 
(ポイント・マイレージ)      10,000  (収益)              10,000 
(費用)               9,000    (義務)              9,000 
 
 




(対価)             1,000,000  (収益)            991,000 
                      (義務)             9,000 
 
(b) 
(対価)             1,000,000  (収益)           1,000,000 





 以上、IFRIC 第 13 号 『Customer Loyalty Programmes』で定められた会計処理をみて
きた。次節では、改めて IFRIC 第 13 号の会計処理の論拠を検討することとする。 
 
 
第二節 IFRIC 13 号のポイント・マイレージ・サービスの捉え方 
 
 前節でみてきたように、IFRIC 13 号においては、ポイント・マイレージ・サービスの会
計処理を日本の現行実務で行われている引当金処理ではなく、繰延収益処理を採用している。
前節でもみてきたように、IFRIC 13 号の設定に当たり、IFRIC では、(ⅰ)繰延収益方式、(ⅱ)
全額収益認識・引当金方式、(ⅲ)折衷方式、の 3 つの収益認識・測定モデルが検討されてき
た。この 3 つのモデルで(ⅰ)繰延収益方式を採用した積極的な理由は何なのであろうか。 




①一律、売上高分割方式(繰延収益方式)を適用することを支持するもの      16 通 
②一律、引当金方式を支持することを支持するもの                16 通 








 BC8 項で説明されている第 3 の見解31は、概念的に正当化するのが困難であろう。形式や
価値がどうであろうと、インセンティブの実質は同じだと言える。境界線を引くと、不整合













ろうか。IFRIC 13 号の結論の根拠には次のような記述がある。 
 
BC10 


























対し、BC11 項ではそれに対する反対意見が述べられている。しかし、この BC11 項から、
明確に引当金方式が繰延収益方式に劣っている等の理由には触れられていない。また、BC9
項(b)でも、インセンティブの実質は同じであると述べていることから、引当金方式と繰延収





















































いて行っているのであろうか。それは、IFRIC 第 13 号の見解と異なり、ポイント・マイレ
ージ・サービスを販売促進費と捉えているからであると考えられる。 
 第一章で見てきたように、ポイント・マイレージ・サービスは、顧客にポイント・マイレ
                                                   



































































(ポイント引当金 or 商品券)    ×××  (仕入 or 商品)          ××× 
 
○売価方式 
                                                   













(ポイント引当金 or 未払金)    ×××   (売上 or 商品券)38       ××× 























































41  本所(2009) 






(ポイント引当金繰入)      ×××※1 (ポイント引当金)        ××× 
 
※1 算定方法として、 

















(ポイント引当金)       ×××   (ポイント引当金戻入)       ××× 
(ポイント引当金繰入)     ×××※5  (ポイント引当金)         ××× 
 
※5 算定方法として、 
   当期末未使用ポイント残高×翌期使用見込率×原価率 
 
                                                   


















(ポイント引当金※8)      ×××   (売上)             ××× 






(ポイント引当金)        ×××   (ポイント引当金戻入)       ××× 



























 家電小売店 A 社では、顧客との取引において、商品代金の 10%に相当するポイントを
付与するポイント・マイレージ・サービスを実施している。付与されたポイントは、自社
の商品購入に 1 ポイント=1 円で利用することができる。なお、ポイントの有効期限は 1
年であり、便宜上商品の原価率は 80%とする。A 社は付与ポイントのうち、60%が使わ
れると見込んでいる。通貨単位は円とする。 
 第 1 期において、顧客 X に 10,000 円の商品を現金で販売し、ポイントを 1,000 ポイン
ト付与した。第 2 期において、顧客 X は付与されたポイントのうち 500 ポイントを利用
し売価 500 円の商品を購入した。第 2 期末において、未使用ポイント 500 は失効した。 
 
○付与時点でポイント・マイレージを費用処理する引当金方式 





・第 1 期期中取引 
 
(現金)              10,000  (売上)             10,000 
(売上原価)              8,000    (商品)              8,000 
(ポイント引当金繰入)        800  (ポイント引当金)         800 
 
・第 1 期末 
                  仕訳なし 
 
・第 2 期期中取引 
 
(ポイント引当金)          400  (商品)              400 
 
・第 2 期末 
 





・第 1 期期中取引 
 
(現金)                10,000  (売上)             10,000 
(売上原価)            8,000  (商品)              8,000 
 
第 1 期末 
 




第 2 期期中取引 
 
(ポイント引当金)          400  (商品)               400 
 
・第 2 期末 
 







                   表 4-2 
 第 1 期 第 2 期 合計 
付与時にポイントを費用処理する引当金方式 1,200 400 1,600 
行使時にポイントを費用処理する引当金方式 1,520  80 1,600 






















 本章第 2 項及び第 3 項では、ポイント・マイレージの測定を原価又は売価として、それぞ


























































































 本章では、現在 IASB と FASB によって公表されている公開草案『顧客との契約から生じ









 2010 年 6 月に、IASB と FASB の共同プロジェクトによって、公開草案『顧客との契約か
ら生じる収益』が公表された。その背景としては、US GAAP では、収益認識の概念が幅広
く、特定の産業又は取引に関し膨大な定めがあり、経済的に類似する取引が異なって会計処
理されている可能性があること、IASB においては、収益認識に関し、IAS 第 18 号「収益」
と IAS 第 11 号「工事契約」の定めが存在するが、これらの定めは理解が困難で、単純では
ない取引への適用が困難となる場合があることが挙げられている45。そのため、共同プロジ
ェクトで収益認識の新たな定めを設けるため、本公開草案が公表されるに至った。この公開
草案が基準化された場合、第三章で論じた IFRIC第13号「Customer Loyalty Programmes」








                                                   
45 DP Revenue from Contracts with Customers IN1 項 
































                                                   
















































































わないことが窺える。この点は、第三章で検討した IFRIC 第 13 号の考え方と相違しないよ
うに思われる。そして、22 項及び 23 項によって、ポイント・マイレージは、当初の売上と
は別個の履行義務と考えられることになる。 





















 本節では、第一節で述べた本公開草案の基本プロセスの 4 段階目にあたる「別個の履行義
務への取引価格の配分」について述べる。このプロセスでは、前節で認識したポイント・マ
イレージの履行義務に対して、どのように取引価格48を配分するかが述べられている。前節









 この 53 項では、取引価格を個々の履行義務の独立販売価格によって比例的に配分するこ
とが要求されている。独立販売価格とは、企業が顧客に対して財又はサービスを別個に販売
するであろう価格と定義されている49。この点が、本公開草案のポイント・マイレージの会









































































 企業が製品 A の CU100 での販売に係る契約を結ぶ。契約の一部として、企業は顧客に、
今後 30 日間の CU100 以内の将来の購入についての 40%の割引バウチャーを与える。企業













入の平均 CU50×増分値引 30%×オプション行使の可能性 80%)である。 












サービスの会計処理は、第三章で検討した IFRIC 第 13 号の会計処理と比較的類似している









ける CU1 の値引と交換できる。報告期間中に、顧客は製品を CU100,000 で購入し、将来の
購入に利用できる 10,000 ポイントを獲得する。購入された商品の単独の販売価格は
CU100,000 である。企業は、9,500 ポイントが交換されると予想する。企業は、交換の可能






製品    CU91,324        (CU100,000×CU100,000÷CU109,500) 
ポイント  CU8,676                (CU100,000×CU9,500÷CU109,500) 
 
 第 1 報告期間の末日現在で、ポイントのうち 4,500 が交換され、企業は全部で 9,500 ポイ
ントが交換されると予想する。企業は、CU4,110[(4,500 ポイント÷9,500 ポイント)×
CU8,676]の収益を認識する。 
 第 2 報告期間中に、さらに 4,000 ポイントが交換される(交換されたポイントの累計は
8,500)。企業は全部で 9,700 ポイントが交換されると予想する。企業が認識した収益の累計
額は CU7,603[(8,500÷9,700)×CU8,676]である。企業は第 1 報告期間に CU4,110 を認識し
ているので、第 2 報告期間に CU3,493(CU7,603-CU4,110)の収益を認識する。 








とが分かる。特に、取引価格を配分された後の収益認識プロセスは、IFRIC 第 13 号のポイ






ポイント・マイレージ付与時                  (単位:CU) 
 
(対価)             100,000  (収益)             91,324 
                      (ポイント・マイレージ債務)    8,676 
 
第 1 報告期間 
 
(ポイント・マイレージ債務)     4,110  (収益)            4,110＋X 
(対価)                X 
 
第 2 報告期間 
 
(ポイント・マイレージ債務)     3,493  (収益)            3,493＋X 
(対価)                X 
 
第 3 報告期間 
 
(ポイント・マイレージ債務)     1,073  (収益)            1,073＋X 
(対価)                X 
 




(対価)             100,000  (収益)             90,000 






第 1 報告期間 
 
(ポイント・マイレージ債務)   4,737※2  (収益)            4,737＋X 




第 2 報告期間 
 
(ポイント・マイレージ債務)   4,026※3  (収益)             4,026＋X 




第 3 報告期間 
 
(ポイント・マイレージ債務)   1,237※4  (収益)            1,237＋X 
























第一節 IFRIC 第 13 号の処理、引当金方式及び公開草案の会計処理比較 
 


























・ポイントの有効期限は 3 年 





第 0 年度 商品 A(売価 CU100,000)を現金販売、売上代金の 10%のポイントを付与。 
第 1 年度 商品 B(売価 CU4,000)を、ポイント行使により販売。 
第 2 年度 商品 C(売価 CU3,000)を、ポイント行使により販売。ポイント使用見込変更。 
第 3 年度 商品 D(売価 CU2,000)を、ポイント行使により販売。期末でポイント失効 
 
 この設例 1 をそれぞれの会計処理を適用すると以下の仕訳が行われる。 
 
①IFRIC 第 13 号に基づいた場合 
 
第 0 年度 
 
(現金)             100,000   (売上)             90,000 
                       (ポイント債務)         10,000 
(売上原価)            80,000   (商品 A)            80,000 
 
第 1 年度 
 
(ポイント債務)          5,000   (売上)             5,000 
72 
 
(売上原価)            2,400   (商品 B)            2,400 
 
第 2 年度 
 
(ポイント債務)          2,778   (売上)             2,778 
(売上原価)            1,800   (商品 C)                        1,800 
第 3 年度 
(ポイント債務)          2,222   (売上)             2,222 




第 0 年度 
 
(現金)             100,000   (売上)            100,000 
(売上原価)            60,000   (商品 A)                       60,000 
(ポイント引当金繰入)        6,000   (ポイント引当金)        6,000 
 
第 1 年度 
 
(ポイント引当金)         2,400   (商品 B)                       2,400 
 
第 2 年度 
 
(ポイント引当金)         1,800   (商品 C)            1,800 
 
第 3 年度 
 
(ポイント引当金)         1,800   (商品 D)                        1,200 






第 0 年度(商品 A 販売時) 
 
(現金)             100,000   (売上)            100,000 
(売上原価)            60,000   (商品 A)                      60,000 
 
第 0 年度(期末時) 
 
(ポイント引当金繰入)       4,800   (ポイント引当金)        4,800 
 
第 1 年度 
 
(ポイント引当金)         2,400   (商品 B)                       2,400 
 
第 2 年度 
 
(ポイント引当金)         1,800   (商品 C)                        1,800 
 
第 2 年度(期末時) 
 
(ポイント引当金繰入)        600   (ポイント引当金)         600 
 
第 3 年度 
 






第 0 年度 
 
(対価)             100,000   (売上)            92,593 
                       (ポイント債務)         7,407 
(売上原価)            60,000   (商品 A)            60,000 
 
第 1 年度 
 
(ポイント債務)          3,704   (売上)             3,704 
(売上原価)            2,400   (商品 B)             2,400 
 
第 2 年度 
 
(ポイント債務)          2,057   (売上)             2,057 
(売上原価)            1,800   (商品 C)                        1,800 
 
第 3 年度 
 
(ポイント債務)          1,646   (売上)             1,646 
(売上原価)            1,200   (商品 D)            1,200 
 











表 6-1 設例 1 に基づいた場合の各期・全期間の純利益と負債の変動 
 
第 0 年度 第 1 年度 第 2 年度 第 3 年度 全期間 
利益計上額 
     
① 30,000 2,600 978 1,022 34,600 
② 34,000 0 0 600 34,600 
③ 35,200 0 -600 0 34,600 
④ 32,593 1,304 257 446 34,600 
負債の変動 
     
① 10,000 -5,000 -2,778 -2,222 0 
② 6,000 -2,400 -1,800 -1,800 0 
③ 4,800 -2,400 -1,200 -1,200 0 
④ 7,407 -3,704 -2,057 -1,646 0 
                                 (単位：CU) 
 























・便宜的に、ポイントは当初の売上(第 0 年度)のみから発生すると仮定 
・ポイントの有効期限は 3 年 




第 0 年度 商品(売価 CU100,000)を現金販売、売上代金の 10%のポイントを付与。 
第 1 年度 商品(売価 CU100,000)を、4,000 ポイント充当し現金販売。 
第 2 年度 商品(売価 CU100,000)を、2,000 ポイント充当し現金販売。 
ポイント使用見込変更。 
第 3 年度 商品(売価 CU100,000)を、2,000 ポイント充当し現金販売。 
期末でポイント失効 
 
①IFRIC 第 13 号に基づいた場合 
 
第 0 年度 
 
(現金)             100,000   (売上)            90,000 
                       (ポイント債務)        10,000 
(売上原価)            80,000   (商品)            80,000 
 
第 1 年度 
 
(ポイント債務)          4,444   (売上)            100,444 
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(現金)              96,000 
(売上原価)            80,000   (商品)            80,000 
 
第 2 年度 
 
(ポイント債務)          3,056   (売上)            101,056 
(現金)              98,000 
(売上原価)            80,000   (商品)            80,000 
 
第 3 年度 
 
(ポイント債務)          2,500   (売上)            100,500 
(現金)              98,000 




第 0 年度 
 
(現金)             100,000   (売上)            100,000 
(売上原価)            80,000   (商品)            80,000 
(ポイント引当金繰入)       10,000   (ポイント引当金)       10,000 
 
第 1 年度 
 
(現金)              96,000   (売上)            100,000 
(ポイント引当金)         4,000 
(売上原価)            80,000   (商品)            80,000 
 




(現金)              98,000   (売上)            100,000 
(ポイント引当金)         2,000 
(売上原価)            80,000   (商品)            80,000 
 
第 3 年度 
 
(現金)              98,000   (売上)            100,000 
(ポイント引当金)         2,000 
(売上原価)            80,000   (商品)            80,000 




第 0 年度 
 
(現金)             100,000   (売上)            100,000 
(売上原価)           80,000   (商品)             80,000 
 
第 0 年度(期末時) 
 
(ポイント引当金繰入)      90,000   (ポイント引当金)        90,000 
 
第 1 年度 
 
(現金)             96,000   (売上)            100,000 
(ポイント引当金)         4,000 
(売上原価)           80,000   (商品)             80,000 
 




(現金)             98,000   (売上)            100,000 
(ポイント引当金)         2,000 
(売上原価)           80,000   (商品)             80,000 
 
第 2 年度(期末時) 
 
(ポイント引当金)         1,000   (ポイント引当金戻入益)      1,000 
 
第 3 年度 
 
(現金)             98,000   (売上)            100,000 
(ポイント引当金)         2,000 




第 0 年度 
 
(現金)             100,000   (売上)             91,743 
                      (ポイント債務)         8,257 
(売上原価)           80,000   (商品)             80,000 
 
第 1 年度 
 
(現金)             96,000   (売上)             99,670 
(ポイント債務)          3,670 
(売上原価)           80,000   (商品)             80,000 
 




(現金)             98,000   (売上)            100,523 
(ポイント債務)          2,523 
(売上原価)           80,000   (商品)             80,000 
 
第 3 年度 
 
(現金)             98,000   (売上)            100,064 
(ポイント債務)          2,064 
(売上原価)           80,000   (商品)             80,000 
 
この設例 1 の各期及び全期間の純利益と負債の変動をまとめたものが、以下の表 6-1 であ
る。 
 
表 6-2 設例 1 に基づいた場合の各期・全期間の純利益と負債の変動 
 
第 0 年度 第 1 年度 第 2 年度 第 3 年度 全期間 
利益計上額 
     
① 10,000 20,444 21,056 20,500 72,000 
② 10,000 20,000 20,000 22,000 72,000 
③ 11,000 20,000 21,000 20,000 72,000 
④ 11,743 19,670 20,523 20,064 72,000 
負債の変動 
     
① 10,000 -4,444 -3,056 -2,500 0 
② 10,000 -4,000 -2,000 -4,000 0 
③ 9,000 -4,000 -3,000 -2,000 0 
④ 8,257 -3,670 -2,523 -2,064 0 








































































反映することになるため、設例 1 と設例 2 での引当金の計算方式が異なることとなる。これ
は、引当金方式が、期間損益計算の適正化に重点を置いていることに起因すると考えられる。
このことから、引当金方式(付与時費用処理及び使用時費用処理)に基づいた場合では、各期




















































もう一方の IFRIC 第 13 号『Customer Loyalty Programmes』と、公開草案『顧客との契約























が広がりを見せている。企業会計基準委員会においても、2010 年 7 月に『公正価値測定及
びその開示に関する会計基準（案）』として、公正価値に関する公開草案が公表されている。












IFRIC 第 13 号『Customer Loyalty Programmes』と、公開草案『顧客との契約から生じる
























































                                                   
52 野口(2010) 『ポイントサービス取引の会計処理アプローチ』 
53 長嶋(2009) 『付加的サービスの購買行動に与える影響』 
54 野口(2009) 『ポイントサービス会計』 















客から対価を受け取ることはない。これを IFRIC 第 13 号のように、付与ポイントを債務と
して認識する仕訳で表すとすれば、以下のようになると考えられる。 
 
(ポイント費用)         ××× (ポイント・マイレージ)       ××× 
 









                                                   
56 日経 MJ (2010) 5 頁 パレートの法則―「上位２割」顧客に応用（いまさら聞けない販
促用語） 
57 詳しくは、下記の URL を参照せよ。 
 http://www.au.kddi.com/point_after/service/premium/index.html 















 この IFRIC 第 13号の定義に基づけば、上記 2つの制度は、販売取引の一部ではないため、
IFRIC 第 13 号の適用範囲外となる。したがって、適用範囲外のポイント・マイレージの付














与時以降すぐにポイント・マイレージが行使可能という点から、IFRIC 第 13 号『Customer 
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